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「みんなでつくる」まつりだから・・・こそ！！ 

公民館まつり実行委員長  猪口敦子 

暑かった！盛りだくさんだった！色々な年代の参加

者だった！まつりを終えて様々な声が聞かれました。「初

めての玄関の風船飾り、華があったね」「共和小のブラバ

ンは見事だった」「ベビーカーの親子連れも多かった」

「色々なつどいの芸や技が、すごくって圧倒された」等々。

公民館利用サークル・団体の発表・交流の場として「ま

つり」の存在は大きいと改めて感じました。 

今年は飾り付け準備の日程短縮、パネル搬入、会場準

備を同一日にする等、例年と変えたこともありました。

これからも“みんなで作る”を工夫していければと思い

ます。楽しみながら作り上げたい、多くの仲間がいれば

こその事業。また次の出会いが楽しみです。 

 

 

公民館まつりに携わって     

大野北公民館館長代理 斉藤寿行 

市内の他の公民館が概ね３月に実施するのとは

違って初夏の７月の５～７日に実施され盛況のう

ちに開催できました。 

初日から例年にない酷暑となり、屋外のパフォー

マンスはかなり厳しいものになりました。熱中症予

防のため、出演者はもちろん来館者への水分補給の

呼びかけを行い、その甲斐あって大きな事故はあり

ませんでした。 

  

ご承知のとおり大野北公民館は市内でも唯一専

門部がありません。そのために公民館事業の実施の

方法が他の公民館とは違っています。かなりの事業

が実行委員の皆さんにより企画、実施されており、

特に公民館まつりでは、実施にむけて３ヶ月前から

利用サークル協議会が中心となり実行委員会を組

織し、企画の検討を重ね、事業の実施を行っていま

す。このように、１つの事業を公民館利用者である

地域の方々が中心となり実施することは、地域に根

ざした公民館づくりにつながり、公民館運営は地域

の方々が主人公であるべきとの姿を、公民館まつり

を通して実践されているのではないでしょうか。 

最後に、公民館まつりは日ごろのサークル活動を

発表する場でもあり、今後も多くのサークルの皆さ

んの参加のもと大いに盛り上げて頂きたいと思い

ます。実行委員の皆様、大変お疲れさまでした。 

 

 
 

初めての実行委員！ 

公民館まつり副実行委員長  竹元恭生 

みなさんが手作りした布フラッグや笹飾り、今年初め

ての風船飾りが取り付けられた時は、とても感動しまし

た。32回という歴史あるおまつりであることと、公民館

を利用する方々の熱い想いを準備の段階で触れることが

出来ました。更に驚いたのは、パネル等の借入に始まり、

テント張りなど、これまでに繰り返し行われているから

こその段取りとスケジュール組みが上手くされていまし

た。日曜日は強い太陽が照りつける猛暑となり、学生さ
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んが一人、体調を崩しましたが、大事に至らず、公民館 

まつりを無事に終えることが出来て良かったです。 

 

 

展示を担当して 

公民館まつり副実行委員長  小林利恵子 

第一回実行委員会では、20名近い出席者があって、ほ

っとしたのも束の間、いつもの顔ぶれが見当りません。

毎年、出展していたサークルが諸事情で不参加とのこと、

なんとか空白を埋めるべく奔走、幸い今まで一度も出展

していないサークルに声掛けしたところ、今まで温めて

いた沢山の作品を出展して頂き、終わってみれば、展示

フロアに作品の山々が展示されることになり感動しまし

た。各部屋の割付から始まり、作業の分担など、気が休

まらない日々でしたが、周りの方々の応援もあり、大過

なく終わることが出来ました。公民館活動の意義と目的

は、楽しく笑顔とコミュニケーションではと・・とにか

く心地よい日々であったこと、沢山の人たちにお礼を言

いたいです。最後に健康に感謝！ 

 

 

芸能のつどいを担当して 

公民館まつり実行委員  岡野眞樹 

例年日曜日だった開催が、今年は土曜日開催となりま

した。それも影響したか？参加申込みの出足が悪く、実

行委員の方に一般からの参加募集をお願いしました。   

その結果は、参加者が予想以上に増え、今度は時間内

での割り当てに苦労することに。そこでやり方を工夫し

て、なんとか削ることなくプログラムを纏めることが出

来ました。当日は開演の 10時には用意した約 130席の

大半が埋まり、出演者も観客の多さもあって一生懸命、

そして観客も楽しんで頂けたと思います。昼休みなしで

進行しましたが、終わりの頃に観客の数が大分減ったの

が気になりました。プログラムの進行も順調で、時間内

に終了することが出来ました。 

 

 

 

こちらは囲碁体験教室です。 

大野北囲碁同好会  近藤 巧 

何だ、この部屋は、おじいちゃんばかり！白と黒の石を

盤の上に置いている。覗いて見よう・・・こうして入っ

て来た子供さんは今回はいません。昨年はいたのに残

念！しかし２名の新加入がいました。囲碁は頭を良くす

る不思議な力があります。テレビでも毎週放映され、人

気も高く、高齢者に最も愛用されているのが囲碁です！

でも子供さんも、たまには興味を持ち、参加される人が


